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・プロジェクト概要
　朝日新聞新潟総局から、平成21年正月（１月３日）
より新たにスタートする連載の元旦特集記事の新聞紙
面デザイン及び、連載記事のタイトルロゴのデザイン
業務を請負ったもの。（朝日新聞朝刊　平成21年１月
１日掲載）
　新たにスタートした連載は「ららら」というタイト
ルで、「命」をテーマにして様々なエピソードを紹介
していくもの。本連載は21年１月にスタートし、年末

受託事業名：

朝日新聞新潟版新年連載の元旦紙面　レイアウトデザイン業務
発注者：朝日新聞新潟総局
受託期間：平成20年11月20日～平成20年12月15日
プロジェクト主査：福田　毅

まで継続予定である。（11月第８章まで）

タイトルロゴ

21年元旦　連載紹介記事
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●プロジェクトの概要
　毎年、東京の株式会社早稲田ビジネスパートナーズ
は、いくつかの地域でそれぞれの県の担当事務の協力
により優れた企業を紹介する６日間のバスツアーを提
供しています。ツアーの参加者は現在都会に住んでい
るが地方で就職することに興味がある学生などを狙っ
ています。その企画では能力のある若者を地域の企業
に引き付ける「地方のブレインドレイン」への対策の
ひとつと思われます（若者のＵターン）。また、この
プロジェクトに参加した企業のブランディング、そし
て求人のためにも価値があります。
　新潟県の参加した企業は次の通りです：シンコー電
気株式会社、ホリカフーズ株式会社、吉澤織物株式会
社、株式会社三條機械製作所、株式会社マルト長谷川
工作所、共和工業株式会社、株式会社太陽工機、株式
会社プロデュース、ナミックス株式会社、八海クリエ
イツ株式会社、株式会社キャストアンドー　（１つの
企業を除いて上記の企業が納品したドキュメンタリー
に登場しています）。
　その「ものづくり発見ツアー」プロジェクトを応援
し紹介する目的で長岡造形大学でビデオドキュメンタ
リーを制作する作業チームを編成しました。メンバー
はビューラ研究室の４年生と２人の３年生が主でし
た。

●プロジェクト作業のながれ
2008年７月
何度かの打ち合わせでクライアントの希望と制作チー
ムの可能性、予算、などのディスカッション
撮影や編集、オーディオ、仕上げのそれぞれの作業チー
ムの編成
2008年８月
３班の撮影チームは交替でツアーに参加し、合計６日
間取材
2008年９月
粗編のクライアントチェック、その後、企業チェック
タイトルデザインと仮ナレーション、ファイナルカッ
トの作業
ＭＡスタジオで最終の音声と最後のクライアントチェッ
ク

2008年10月
仕上げと納品

●まとめ
　学生はクライアントとの交渉を含めて実社会のプロ
ジェクトでの仕事に近い経験ができました。最初の打
ち合わせと作業のオーガナイズから納品物の仕上げま
で作品製作のさまざまなプロセスを学べました。特に
映像作業では不可欠なチームワークの必要さを伝えら
れました。また、学生にビデオドキュメンタリーに登
場する新潟県の色々な「ものづくり企業」も紹介され
ました。

受託事業名：

ビデオドキュメンタリー制作業務『新ものづくり発見ツアーin新潟』
発注者：社団法人　新潟県経営者協会
受託期間：平成20年６月26日～平成20年10月15日
プロジェクト主査：ビューラ　ヨールグ
プロジェクトメンバー：田辺和樹、安藤　馨、稲葉　佑、折原枝里子、海津千並、小松彩人、角屋隆之、高岡　匠、高野知佳子、田部沙織、西村　快、

船山宏久、帆苅　誠、丸田めぐみ、宮島翔子、山岸宏至
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●委託内容
　地元の子どもたちに遊びながら新潟県産材の良さを
実体験してもらうことを目的に、越後杉を活用した積
木遊具のデザイン提案を委託された。
　幼児から大人まで、一人もしくは複数名で高く積み
上げて楽しめるタイプを希望。

●デザイン案概要
　杉（針葉樹）を材料とした積み木をデザインするに
あたり、軽く柔らかい杉の性質から、持ったときの手
ごたえを与えるには基本の形にある程度の厚みを持た
せることが必要であると考えた。また、細かい加工を
施した際の耐久性は一般に積木で使用される広葉樹に
比べると低くなるため、加工のしやすさと使用時の耐
久性という点にも注目しサイズと形態を決定した。
　また、杉特有の木目や色合い、香りを認識しやすい
ように白木仕上げとした。
　サイズは30㎜を基尺とし、立方体・直方体・台形・
平行四辺形を基本に６種類を提案することとした。 
①②③④はベーシックな形態とし、アーチや円をつく

ることができる⑤と、水平・垂直方向以外の方向に積
み上げることができる⑥は、斜めにカットされた面を
交互に組み合わせることでかたちに有機的な要素（動
き）を取り入れることができる。

受託事業名：

越後杉を活用した積木遊具のデザイン提案業務
受託期間：平成20年10月１日～平成20年11月30日
発注者：株式会社重川材木店
プロジェクト主査：小林花子

越後杉 積み木サンプル基本形図
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●受託概要
　本件は、三重県立四日市南高等学校創立50周年記念
事業の一環として、記念モニュメントの制作をその実
行委員会より依頼されたものである。

●制作条件
　本業務の条件として、以下のことが挙げられた。

・野外に設置するため、耐蝕・耐久性のある金属
（ブロンズ）によるもの。

・具象系彫刻（人物）的なものではなく、抽象性
を持つ現代風なものであること。

　この条件を踏まえて、モニュメントおよびその基台
部である青銅板（ベースプレート）のデザインを検討
し、石膏による原型制作および仕上加工、着色を行っ
た。また、設置場所における石台のデザインおよびそ
の石材の選択、そして鋳銅製の銘板を制作した。

●制作工程および日程
⑴デザインワーク（H19.10.１～H20.３.31）
　コンセプトとして「飛躍、発展、未来開拓者精神」
を表現するということからアイデアスケッチを行い、『環』
というキーワードを導き出す。そのイメージをカタチ
に起こしていく。
　石膏により1/4のマケットを制作し、より細部につ
いて検討を重ねていく。

⑵原型制作から鋳造（H20.４.１～７.４）
　挽型を用いてモニュメント本体の外形を制作し、そ
こから石膏を直付けしながら原寸の原型を石膏で制作
していく。また、同じく青銅板の原型も石膏直付けで
制作する。
　その原型から鋳造するために鋳型を制作するが、そ
の熔解量を見積ると本体で150kg程度必要であり、本
学での施設的および人的規模から鋳造および設置に関
しては「株式会社平和合金」の協力を仰ぐこととした。

⑶仕上から着色（H20.７.15～９.30）
　鋳造されたモニュメント本体および青銅板の仕上加
工を行う。研磨作業の後、本体と板の接合をM20ステ
ンレスボルト２本および溶接で緊結する。

受託事業名：

四日市南高等学校創立50周年記念モニュメント制作業務＜Ⅰ期・Ⅱ期＞
発注者：三重県立四日市南高等学校創立50周年記念事業実行委員会
受託期間：Ⅰ期／平成19年10月１日～平成20年３月31日、Ⅱ期／平成20年４月１日～平成20年９月30日＜設置日に関しては発注者の指示となった＞
プロジェクト主査：長谷川克義
プロジェクトメンバー：髙橋麻里、山本めぐみ

設置場所（オレンジ部）の俯瞰図 ＜写真提供：実行委員会＞

12
00

30
0

20

17
00

1520

  900

φ200

1800

1700

1273

アンカー 4 カ所

M16 ボルト　20 0 ㎜

エポキシ樹脂充填

対角 1800

ベース一辺 1000

「 環 」
三重県立四日市南高等学校
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石膏によるマケット
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青銅板（ベースプレート）の石膏原型制作状況

モニュメント鋳型の制作状況（矢印の隙間に金属が流れ込む）
＜写真提供：株式会社平和合金＞

鋳込み後の状況（奥に青銅板が見える）
 ＜写真提供：株式会社平和合金＞

モニュメント原型制作状況（石膏による挽型）

半面ずつのモニュメント原型

原型仕上状況
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塩化アンモニウム溶液塗布による下地着色の状況

顔料による塗色の状況

着色完成

堰・湯道・バリを切り取り、到着した鋳物

仕上加工の状況

モニュメントと青銅板の接続および仕上の状況
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　最終仕上を行い、塩化アンモニウムによる下地着色
を施し、その上に耐光性、耐蝕性を考慮して顔料によ
る塗色を行う。

⑷銘板（H20.７.５～８.30）
　モニュメントの制作と平行して鋳銅製の銘板を制作
する。蠟板から文字を切り抜く際にその周囲が立ち上
がる蠟切文字特有の「返り」を用いて、鋳物になった
時に美しく忠実な文字を再現する。

⑸設置（H20.10.13）
　指定時期より諸処の都合で少し遅れたが、別注で施
行されたコンクリート製の基台部に石台（スターギャ
ラクシー）を取付け、その上部にM16ステンレスアン
カーボルト４本にてモニュメントの設置を行う。また、
銘板も同様にM８アンカーボルト２本にて設置する。

●まとめ
　モニュメント寸法（台部含む）
　　　　　　　　　　  ：W1273×D1273×H1520㎜
　銘板寸法（台部含む）：W300×D220×H10㎜
　鋳造部材質：ブロンズ  ＜BC-6＞
　平成20年10月25日に創立50周年記念式典が行なわれ
関係者に披露された。
　当初、鋳造について本学施設で行うことを検討して
いたが、大きさによる熔解量、鋳型の制作方法の観点
から、「株式会社平和合金」に依頼（モニュメント本
体および青銅板）した。また、設置に関しても依頼し
た。銘板についてはすべて本学で制作を行った。

蠟切篦による文字切りの状況

鋳造した銘板（ここから仕上加工を行う）

設置の状況

設置されたモニュメントと銘板
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●受託概要
　本件は、「新潟写真祭 フォトフェスタ 2008」の一
環として、『現代社会の成長の中で忘れがちな人と人、
自然と人々の絆の大切さを写真で再認識させ、社会や
人々の心に感動・勇気・希望の光を与えた写真又は写
真文化活動』に新潟写真文化賞を贈ることに際して、
受賞者に贈呈されるトロフィー（ブロンズ像）の制作
を新潟写真文化賞実行委員会より依頼されたものであ
る。

●制作条件
　本業務の条件として、以下のことが挙げられた。

・一般的な形のトロフィーではないこと。
・次年度以降にも対応するべく同じ形を再現でき

ること。
・台座については石材を使用すること。

　この条件を踏まえて、デザインを検討し、蠟による
原型制作、石膏埋没鋳型による鋳造を行い制作した。

●制作工程および日程
⑴デザイン（５月～６月）
　スケッチワークとして、芽が雄々しく隆々と育って
いく様を観察し、その形態を抽象化してデザイン案を
出す。
⑵原型制作（７月～８月中旬）
　先ず、可塑性に富む粘土により大きさ、雰囲気を図
り、複製を制作することを踏まえて、石膏による原型
を制作する。
　次に、シリコーンにより雌型を取り、蠟原型に置き
換える。
⑶湯道方案（８月中旬）
　鋳造に於ける金属の流れる経路を考え、原型と同様
に蠟で取り付ける。
⑷鋳型制作・鋳造（８月下旬）
　石膏埋没鋳造による鋳型を作成し、窯内にて脱蠟、
焼成を行い、ブロンズにて鋳造する。
⑸仕上・表面処理（９月初旬）
　鋳造したものを鋳浚え、仕上加工を行い表面処理と
して、ミソ焼き（硫黄粒による銅分の腐蝕）を施し風
合いを出す。

⑹着色（９月初旬）
　緑青により全体に色付けする。
⑺組立（９月８日：受渡）
　石製台座にネジにて取付け後、依頼者に受け渡す。

受託事業名：

新潟写真文化賞トロフィー制作業務
発注者：新潟写真文化賞実行委員会
受託期間：平成20年５月１日～平成20年９月13日
プロジェクト主査：長谷川克義

アイデアスケッチの一部

石膏による原型（前面）　　　　 （背面）

シリコーンによる雌型と蠟原型
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●まとめ
　寸法（台座含む）：H430×W130×D130㎜
　材質：ブロンズ  ＜BC-6＞
　石材：黒御影石

　ミソ焼きという伝統技法による表面処理を行うこと
で、美術工芸品としての要素を取り入れたトロフィー
の制作が行えた。そして、授賞式（９月21日）でこの
トロフィーが贈呈された。
　最後になるが、依頼先である新潟写真文化賞実行委
員会委員長の内山晟氏に石材等の調達に対して甚大な
協力を頂いた。末筆ながらこのような機会を与えて頂
いたことに感謝する次第である。

湯道方案に基づいた堰、湯道等の取付

石膏埋没材による鋳型作成の状況

鋳造の状況
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石製台座の指示書

完成 ＜２台＞
　ミソ焼きを施すことで同じ景色（模様）は生まれない。

ミソ焼き後の状況


